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＊
引
用
文
中
の
地
名
に
は
傍
線
（
│
）
を
施
し
た
。

埼
玉
の
文
学
文
化
風
土

武
蔵
野
は
け
ふ
は
な
焼
き
そ
若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り

 

伊
勢
物
語

一
、
日
本
列
島

　

か
つ
て
和
辻
哲
郎
は
、
昭
和
十
年
九
月
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
風
土　

人
間
学
的
考
察
』
で
、
日
本
列
島
の
風
土
を
モ
ン
ス
ー
ン
型
と
し
て
論
じ
、「
わ

れ
わ
れ
は
自
然
と
人
間
存
在
の
構
造
と
し
て
、
い
わ
ば
地
理
的
・
歴
史
的
に
規
制

さ
れ
る
と
こ
ろ
に
心
の
風
土
的
な
意
味
が
あ
る
」
と
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
風
土
に

お
い
て
わ
れ
わ
れ
自
身
を
見
、
そ
の
自
己
了
解
に
お
い
て
我
々
自
身
の
自
由
な
る

形
成
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
岩
波
文
庫
）
と
記
し
た
。

　

ま
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
は
『
風
土
の
日
本
』
の
第
一
章

「
気
象
」
で
、「
日
本
列
島
を
構
成
す
る
約
四
〇
〇
〇
の
島
々
は
南
北
約
三
〇
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
分
布
し
、
そ
の
範
囲
は
、
お
よ
そ
北
緯
二
四
度
か
ら

四
六
度
に
及
ぶ
。
緯
度
で
い
え
ば
、
ほ
ぼ
キ
ュ
ー
バ
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
ま
で
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
気
候
の
タ
イ
プ
も
熱
帯
か
ら
亜
寒
帯
ま
で
が
そ
ろ

う
」
と
し
、
日
本
は
よ
く
い
わ
れ
る
「
海
岸
国
の
文
化
」
で
あ
る
以
上
に
、「
沿

岸
国
の
文
化
」
で
あ
っ
て
、「
海
岸
線
の
総
延
長
は
約
三
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
で

ソ
連
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
次
ぐ
と
、「
潜
在
的
な
領
域
拡
大
能
力
」（
筑
摩
書
房

宮
原
信
訳
）
を
持
つ
と
記
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
列
島
の
中
の
関
東
。
江
戸
期
ま
で
の
関
八
州
と
呼
ば
れ
た
武

蔵
、
相
模
、
上
野
、
下
野
、
上
総
、
下
総
、
安
房
、
常
陸
の
八
州
の
う
ち
武
蔵
野

の
、
東
北
部
に
位
置
す
る
埼
玉
の
文
学
文
化
風
土
を
論
じ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、

東
洋
大
学
二
〇
二
一
年
度
全
国
講
師
派
遣
事
業
に
お
い
て
、
埼
玉
県
新
座
市
野
火

止
お
よ
び
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
て
行
わ
れ
た
講
座
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

昔
の
埼
玉
は
、
武
蔵
国
の
埼
玉
（
さ
き
た
ま
）
郡
で
あ
っ
た
。
折
口
信
夫
の

『
万
葉
集
辞
典
』
で
、「
さ
き
た
ま
【
埼
玉
】
後
の
武
蔵
国
埼
玉
郡
よ
り
は
、
も
つ

と
南
部
を
も
含
ん
で
ゐ
て
、
当
時
は
陸
深
く
、
今
の
東
京
都
を
も
過
ぎ
て
入
り
込

ん
で
ゐ
た
海
に
面
し
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。」（
折
口
信
夫
全
集
、
中
央
公
論

社
）
と
あ
る
現
代
の
埼
玉
県
。
二
〇
二
一
年
の
秋
の
一
日
、
何
よ
り
も
さ
き

0

0

に

日
本
列
島
│
文
学
文
化
風
土
の
旅
│
埼
玉
・
神
奈
川

竹

内

清

己
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《
さ
き
》
を
求
め
て
行
田
へ
向
か
っ
た
。「
埼
玉
県
名
発
祥
之
古
社
」
と
あ
る
行
田

の
前さ
き
た
ま玉

神
社
に
参
詣
し
た
。
こ
の
社
は
、『
延
喜
式
』
に
も
載
る
古
社
で
、
記
紀

神
話
の
女
神
「
前
玉
比
売
神
」
を
祀
る
。 

前
玉
比
売
の
「
前
は
幸
」「
玉
は
魂
」

で
幸
魂
（
さ
い
わ
い
の
み
た
ま
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

境
内
に
万
葉
燈
籠
が
あ
り
「
小
崎
沼
」
と
「
埼
玉
の
津
」
の
碑
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
西
行
法
師
の
奥
州
途
上
に
詠
み
た
る
歌
碑
も
あ
る
。

　
　
　

や
わ
ら
ぐ
る

　
　
　

ひ
か
り
を
は
な
に

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ざ
さ
れ
て

　
　
　

名
を
あ
ら
わ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

さ
記
た
ま
の
宮

　

行
田
の
街
道
の
著
名
な
古
墳
群
を
通
り
、
さ
ら
に
羽
生
ま
で
、
建
福
寺
へ
田
山

花
袋
の
『
田
舎
教
師
』
の
墓
を
目
指
し
た
。

　
二
、
古
典
の
中
の
《
埼
玉
》

 

埼
玉
の
古
典
文
学
と
し
て
、
古
代
日
本
最
初
の
歌
集
「
万
葉
集
」
巻
十
四
の
東

歌
に
「
右
の
九
首
は
武
蔵
の
国
の
歌
」
と
あ
る
中
か
ら
、
埼
玉
に
当
た
る
四
首
を

引
く
、

①
万
葉
集
東
歌

入い
り
ま
ぢ

間
道
の
於お

ほ

や
保
屋
が
原
の
い
は
ゐ
つ
ら
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
我
に
な
絶
え
そ

ね

我
が
背
子
を
あ
ど
か
も
言
は
む
武
蔵
野
の
う
け
ら
が
花
の
時
な
き
も
の
を

埼さ
き
た
ま玉

の
津
に
居を

る
舟
の
風
を
い
た
み
綱
は
絶
ゆ
と
も
言
な
絶
え
そ
ね

夏な
つ
そ麻
引
く
宇う

な

ひ
奈
比
を
さ
し
て
飛
ぶ
鳥
の
至
る
ら
む
と
ぞ
よ
我
が
下し
た
は延
へ
し 

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

　

こ
れ
ら
に
は
古
代
埼
玉
の
風
土
文
化
が
う
か
が
え
る
。

②
伊
勢
物
語

　

王
朝
期
か
ら
は
歌
物
語
を
代
表
す
る
「
伊
勢
物
語
」
の
在
原
業
平
の
東
下
り
の

中
に
、
第
七
段
、

・ 

む
か
し
、
を
と
こ
あ
り
け
り
。
京
に
あ
り
わ
び
て
、
あ
づ
ま
に
い
き
け
る
に
、

伊
勢
、
尾
張
の
あ
は
ひ
海
づ
ら
を
行
く
に
、

　

と
あ
り
、
九
段
に
、

・  

な
ほ
行
き
〳
〵
て
武
蔵
の
国
と
下
つ
総
の
国
と
の
中
に
、
い
と
大
き
な
る
河
あ

り
、
そ
れ
を
す
み
だ
河
と
い
ふ
。

　

昔
の
東
路
の
道
は
東
海
か
ら
上
総
に
渡
り
下
総
か
ら
武
蔵
に
入
っ
た
。
隅
田
川

か
ら
武
蔵
の
国
に
入
っ
て
十
三
段
、

・  

人
の
む
す
め
を
ぬ
す
み
て
、
武
蔵
野
へ
率
て
行
く
ほ
ど
に
、

武
蔵
野
は
け
ふ
は
な
焼
き
そ
若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り

　

こ
の
歌
の
歌
碑
が
新
座
の
野
火
止
に
あ
る
。
男
は
さ
ら
に
東
北
に
向
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
十
四
段
に
、

・  
陸
奥
の
国
に
す
ず
ろ
に
行
き
に
け
り
、（
岩
波
文
庫
）

　

と
あ
る
。

| 
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中
世
か
ら
能
の
一
曲
だ
け
あ
げ
て
お
く
、

③
能
「
敦
盛
」

・ 

こ
れ
は
武
蔵
の
国
の
住
人
。
熊
谷
の
次
郎
直
実
出
家
し
。
蓮
生
と
申
す
法
師
に

て
候
。
さ
て
も
敦
盛
を
手
に
掛
け
申
し
し
事
。
余
り
に
御
傷
は
し
く
候
ほ
ど

に
。
か
や
う
の
姿
と
な
り
て
候
。（
観
世
流
太
成
版
）

　

近
世
か
ら
は
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
を
対
応
さ
せ
る
。
こ
れ
も
上
野
か
ら
、

④
松
尾
芭
蕉
「
奥
の
細
道
」　

・ 

千
住
と
い
ふ
所
に
て
船
を
上
が
れ
ば
、
前
途
三
千
里
の
思
ひ
胸
に
ふ
さ
が
り

て
、
幻
の
巷
に
離
別
の
涙
を
そ
そ
ぐ
。

　
　
　

行
く
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
涙

・ 

奥
羽
長
途
の
行
脚
た
だ
か
り
そ
め
に
思
ひ
立
ち
て
、
…
…
そ
の
日
や
う
や
う
草

加
と
い
ふ
宿
に
た
ど
り
着
き
け
り
。
痩
骨
の
肩
に
か
か
れ
る
物
、
ま
づ
苦
し

む
。（
岩
波
文
庫
）

　

同
行
の
曾
良
の
「
曾
良
旅
日
記
」
よ
り
、

・ 

廿
七
日
夜
、
カ
ス
カ
ベ
ニ
泊
ル
。
江
戸
ヨ
リ
九
里
余
。
廿
八
日
、
マ
マ
ダ
ニ
泊

ル
。
カ
ス
カ
ベ
ヨ
リ
九
里
。
前
夜
ヨ
リ
雨
降
ル
。
此
の
日
栗
橋
ノ
関
所
通
る
。

（『
芭
蕉
お
く
の
ほ
そ
道
』
岩
波
文
庫
）

　

さ
ら
に
日
光
か
ら
奥
羽
へ
。

三
、
近
代
文
学
の
中
の
《
埼
玉
》

　

近
代
に
入
っ
て
短
歌
、
俳
句
の
改
革
者
正
岡
子
規
に
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
に

倣
っ
た
「
は
て
知
ら
ず
の
記
」
と
い
う
紀
行
が
あ
る
こ
と
知
っ
た
。
そ
の
中
に
埼

玉
は
、

①
正
岡
子
規
「
は
て
知
ら
ず
の
記
」

　
　
　

み
ち
の
く
へ
涼
み
に
行
く
や
下
駄
は
い
て

　

な
ど
戯
る
。
汽
車
根
岸
を
過
ぐ
れ
ば
左
右
の
窓
に
見
せ
た
る
平
田
渺
々
と
し
て

眼
遙
か
に
心
行
く
さ
ま
な
り
。

　
　
　

武
蔵
野
や
青
田
の
風
の
八
百
里

　
　
　

宙
を
踏
む
人
や
青
田
の
水
車
（『
子
規
紀
行
文
集
』
岩
波
文
庫
）

　

川
越
は
徳
川
家
光
誕
生
の
江
戸
情
緒
を
今
に
残
す
町
、
喜
多
院
・
東
照
宮
が
あ

る
。
明
治
二
十
年
代
「
紅
露
時
代
」
と
称
さ
れ
た
露
伴
の
出
世
作
『
五
重
塔
』
の

主
人
公
が
川
越
の
源
太
と
の
つ
そ
り
十
兵
衛
で
あ
る
。

②
幸
田
露
伴
『
五
重
塔
』

・ 

上
野
日
暮
里
天
王
寺
の
五
重
塔
。・
十
兵
衛
の
相
手
の
源
太
は
河
越
の
名
工
。

紅
都
の
住
人
兵
衛
之
を
造
る
。
川
越
源
太
郎
之
を
成
す
。（『
日
本
近
代
文
学
大

系　

幸
田
露
伴
集
』）

　

川
越
が
こ
と
さ
ら
印
象
さ
れ
る
。
言
文
一
致
体
の
最
初
の
成
果
は
『
武
蔵
野
』

で
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
。

③
山
田
美
妙
『
武
蔵
野
』

・ 

あ
あ
今
の
東
京
、
む
か
し
の
武
蔵
野
。
今
は
錐き
り

も
立
て
ら
れ
ぬ
程
の
賑
は
し

さ
、
昔
は
関
も
立
て
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
広
さ
。
今
仲
の
町
で
遊う
か
れ
を客
に
睨
付
け
ら
れ

る
烏
も
昔
は
海む
み
ば
た辺
四
五
丁
の
漁
師
町
で
わ
づ
か
に
活く
ら
し計
を
た
て
て
居
た
。

I I I 



198

・ 

其
頃
は
ま
だ
純
粋
の
武
蔵
野
で
、
奥
州
街
道
は
わ
ず
か
に
隅
田
川
の
辺
を
沿
ふ

て
あ
ツ
た
の
で
、
中
々
通
常
の
者
で
只
今
の
九
段
あ
た
り
の
内
地
へ
足
を
踏
込

ん
だ
人
は
無
か
ツ
た
が
、
そ
の
些
し
前
の
戦
争
の
時
に
は
…
…
思
出
し
て
も
二

方
（
新
田
義
宗
と
義
興
）
の
御
手
並
、
さ
ぞ
な
高
氏
つ
ら
も
身み
ぶ
る
ひ戦
を
し
た
ら
う

ぞ
。（
岩
波
文
庫
旧
版
）

　

と
あ
る
。
今
昔
の
地
誌
が
風
土
に
つ
な
が
る
。

　

同
じ
く
題
名
も
『
武
蔵
野
』
の
独
歩
の
作
。
こ
れ
は
日
本
風
景
論
の
傑
作
。
正

に
入
間
郡
か
ら
書
き
出
さ
れ
る
。

④
国
木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』

・ 「
武
蔵
野
の
俤
は
今
纔わ
づ
かに
入い
る
ま
こ
ほ
り

間
郡
に
残
れ
り
」
と
自
分
は
文
政
年
間
に
で
き
た

地
図
で
見
た
事
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
地
図
に
入
間
郡
「
小こ
て
さ
し
は
ら

手
指
原
久
米
川
は

古
戦
場
な
り
太
平
記
元
弘
三
年
五
月
十
一
日
源
平
小
手
指
原
に
て
戦
ふ
事
一
日

か
内
に
三
十
余
日
暮
れ
は
平
家
三
里
退
て
久
米
川
に
陣
を
取
る
明あ
く

れ
ば
源
氏
久

米
川
の
陣
へ
押
寄
る
と
載
せ
た
る
は
こ
の
辺
な
る
べ
し
」
と
書
込
ん
で
あ
る
の

を
読
ん
だ
事
が
あ
る
。」（
中
略
）
自
分
は
武
蔵
野
の
美
と
言
っ
た
、
美
と
い
わ

ん
よ
り
寧
ろ
詩
趣
と
い
い
た
い
、
そ
の
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

・ 

山
家
の
時
雨
は
我
が
国
で
も
和
歌
の
題
に
ま
で
な
っ
て
居
る
が
、
広
い
、
広

い
、
野
末
か
ら
野
末
へ
と
越
え
、
杜
を
越
え
、
田
を
横
切
り
、
又
た
林
を
越
え

て
し
の
び
や
か
に
通
り
過
ぐ
時
雨
の
音
の
如
何
に
も
幽
か
で
、
又
た
鷹
揚
な
趣

き
が
あ
っ
て
、
優
し
く
懐
し
い
の
は
、
実
に
武
蔵
野
の
時
雨
の
特
色
で
あ
ろ

う
。
自
分
が
嘗
て
北
海
道
の
森
林
で
時
雨
に
逢
た
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
又
た
人

跡
絶
無
の
大
森
林
で
あ
る
か
ら
そ
の
趣
は
更
に
深
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、
武
蔵

野
の
時
雨
の
更
に
人
な
つ
か
し
く
、
私さ
さ
や語

く
が
如
き
趣
き
は
な
い
。（
新
潮
文

庫
）

　

北
海
道
に
つ
い
て
は
「
空
知
川
の
岸
辺
」「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
が
あ
る
。

⑤
太
田
玉
茗
『
花
ふ
ゞ
き
』

　

太
田
玉
茗
は
行
田
の
生
ま
れ
、
羽
生
の
建
福
寺
に
養
子
と
な
り
住
職
と
な
る
。

田
山
花
袋
、
柳
田
国
男
、
国
木
田
独
歩
ら
と
『
抒
情
詩
』
を
刊
行
、「
花
ふ
ゞ
き
」

掲
載
。

「
帰
ら
ぬ
父
」

熊
ざ
ゝ
し
げ
る
山
か
げ
に
、
／
小
唄
う
た
へ
る
声
ぞ
す
る
／
歌
へ
る
こ
ゑ

は
優
し
く
も
／
風
の
ま
に
〳
〵
聞
え
つ
（『
日
本
の
詩
歌
』
中
央
公
論
社
）

　

故
郷
、
振
り
分
け
髪
の
少
女
の
物
語
詩
。
玉
茗
の
義
兄
田
山
花
袋
の
長
篇
『
田

舎
教
師
』
こ
そ
埼
玉
近
代
文
学
の
開
祖
と
も
い
う
べ
き
名
作
。
そ
の
書
き
出
し
、

⑥
田
山
花
袋
『
田
舎
教
師
』

・ 

四
里
の
路
は
長
か
っ
た
。
そ
の
間
に
青
縞
の
市
の
た
つ
羽
生
の
町
が
あ
っ
た
。

田
圃
に
は
げ
ん
げ
が
咲
き
、
豪
家
の
垣
か
ら
は
八
重
桜
が
散
り
こ
ぼ
れ
た
。
赤

い
蹴
出
し
を
出
し
た
田
舎
の
姐
さ
ん
が
お
り
お
り
通
っ
た
。（
中
略
）
五
年
間

の
中
学
校
生
活
、
行
田
か
ら
熊
谷
ま
で
三
里
の
路
を
朝
早
く
小
倉
服
着
て
通
っ

た
こ
と
も
も
う
過
去
に
な
っ
た
。

・ 
と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
二
年
ほ
ど
し
て
、
そ
の
墓
参
り
を
し
た
娘
が
羽
生
の
小
学

校
の
女
教
員
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

| 
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「
あ
の
娘
は
林
さ
ん
が
弥
勒
で
教
え
た
生
徒
」
だ
と
サ
」
と
か
み
さ
ん
は
ど
こ

か
で
聞
い
て
き
て
和
尚
さ
ん
に
話
し
た
。
…
…

・ 

秋
の
末
に
な
る
と
、
い
つ
も
赤
城
お
ろ
し
が
吹
き
わ
た
っ
て
、
寺
の
裏
の
森
は

潮
の
よ
う
に
鳴
っ
た
。
そ
の
森
の
そ
ば
を
足
利
ま
で
連
結
し
た
東
武
鉄
道
の
汽

車
が
朝
に
夕
べ
に
す
さ
ま
じ
い
響
を
立
て
て
通
っ
た
。（
旺
文
社
文
庫
）

⑦
宮
沢
賢
治

　

岩
手
の
宮
沢
賢
治
が
青
春
の
日
に
秩
父
を
歩
い
た
。
こ
れ
は
地
質
学
者
に
し
て

『
春
と
修
羅
』
の
詩
人
の
生
涯
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

さ
わ
や
か
に

半
月
か
か
る　

薄
明
の

秩
父
の
峡
の
か
へ
り
み
ち
か
な

ほ
し
の
夜
を

い
な
び
か
り
す
る
三
み
ね
の

山
に
ひ
と
り
し
な
く
か　

こ
ほ
ろ
ぎ　
（
宮
沢
賢
治
全
集
、
筑
摩
書
房
）

　

ま
た
山
形
の
茂
吉
も
、

⑧
斎
藤
茂
吉

　
『
と
も
し
び
』「
三
峯
山
上
」

　
　
　

い
つ
し
か
も
あ
か
あ
か
と
し
て
月
て
れ
る
檜
原
の
山
に
夜
の
鳥
ぞ
啼
く

　
　
　

山
の
う
へ
に
光
あ
ま
ね
く
月
照
り
て
真
木
に
き
ほ
ひ
啼
く
鳥

　
『
白
桃
』「
秩
父
吟
行
」

　
　
　

な
ま
よ
み
の
甲
斐
に
つ
づ
き
て
た
た
な
は
る
秩
父
の
山
に
冬
の
日
入
り
ぬ

秩
父
嶺
の
山
峡
と
ほ
く
入
り
来
つ
つ
あ
か
と
き
霜
の
い
た
き
を
も
愛
ず　

 

（『
斎
藤
茂
吉
選
集
』
岩
波
書
店
）

　

埼
玉
出
身
の
近
代
文
学
者
も
多
い
。
例
え
ば
巖
谷
大
四
『
現
代
文
壇
人
国
記
』

（
集
英
社
）
に
沢
野
久
雄
・
石
井
桃
子
・
三
上
於
菟
吉
・
豊
田
三
郎
・
岡
本
潤
ら

が
並
ぶ
。

　

文
芸
評
論
・
研
究
の
分
野
の
方
と
の
忘
れ
ら
れ
な
い
交
流
か
ら
二
人
の
み
あ
げ

る
。

⑨ 

大
久
保
典
夫　

春
日
部
高
校
か
ら
早
稲
田
国
文
、「
わ
が
青
春
紀
行
│
古
利
根

の
細
流
│
」
か
ら
、

・ 

私
の
生
家
は
、
旧
日
光
街
道
沿
い
の
幸
手
町
仲
町
の
際
物
問
屋
で
、
正
三
五
の

祝
い
物
を
造
り
、
周
辺
の
町
で
開
か
れ
る
市
へ
出
向
い
て
商
い
を
し
て
い
た
。

北
葛
飾
や
南
埼
玉
だ
け
で
な
く
、
古
河
・
関
宿
・
水
海
道
・
岩
井
、
そ
れ
に
栃

木
の
方
ま
で
馬
力
で
出
掛
け
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

⑩ 

松
本
鶴
雄　

児
玉
郡
生
ま
れ
、
本
庄
高
校
か
ら
早
稲
田
露
文 

、
井
伏
鱒
二
の

研
究
の
他
、『
さ
き
た
ま
の
文
人
た
ち
』
も
あ
る
。

　
　参

考
文
献

『
埼
玉
の
文
学
散
歩
』（
さ
い
た
ま
文
学
館
二
〇
一
七
・
一
〇
）

『
宮
沢
賢
治　

秩
父
路
を
行
く
│
二
十
歳
の
旅
・
地
質
旅
行
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
│
』

|
 

|
 
|
 

|
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（
さ
い
た
ま
文
学
館
二
〇
一
七
・
一
〇
）

　

一
年
後
、
会
場
の
学
芸
員
か
ら
、
新
座
教
育
委
員
会
か
ら
「
新
座
市
の
自
然
と

用
水
路
の
小
路
を
当
館
ま
で
ご
案
内
で
き
、
云
々
」
と
添
え
書
き
と
と
も
に
、
資

料
を
頂
く
。「
野
火
止
用
水
・
平
林
寺
の
文
化
的
景
観
保
存
計
画
概
要
版
」「
文
化

財
マ
ッ
プ
」「
緑
と
清
流　

野
火
止
用
水
の
復
活
」「
新
座
歴
史
探
訪
」
な
ど
。

　

千
葉
と
埼
玉
を
結
ん
で
東
京
の
府
中
ま
で
武
蔵
野
線
が
結
ぶ
。
西
船
橋
発
│
松

戸
│
三
郷
│
越
谷
│
川
口
│
浦
和
│
所
沢
│
小
平
│
国
分
寺
│
府
中
着
。
浦
和
│

所
沢
間
の
北
朝
霞
は
、
私
の
大
学
勤
務
で
通
っ
た
地
。
隣
が
新
座
、
こ
の
会
場
。

　

さ
ら
に
本
論
を
執
筆
中
、
賢
治
の
短
歌
絶
筆
二
首
に
出
逢
っ
た
。

病い
た
つ
きの
ゆ
ゑ
に
も
く
ち
ん
い
の
ち
な
り
み
の
り
に
棄
て
ば
う
れ
し
か
ら
ま
し

方
十
里
稗ひ
え

貫ぬ
き

の
み
か
も
稲
熟
れ
て
み
祭
三
日
そ
ら
は
れ
わ
た
る 

（
宮
沢
賢

治
全
集
、
筑
摩
書
房
）

　
「
み
の
り
」「
稲
」「
熟
れ
て
」
│
命
の
い
ま
わ
に
農
を
思
い
祝
す
賢
治
の
二
十

歳
の
地
質
学
者
の
旅
が
秩
父
路
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
埼
玉
の
文
学
文
化
風
土
の
一

ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　

│
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
九
日　

於
・
埼
玉
県
新
座
市　

野
火
止
公
民
館
│

日
本
列
島
│
文
学
文
化
風
土
の
旅
│
《
神
奈
川
》

さ
ね
さ
し
相さ
が
む模
の
小
野
に
燃
ゆ
る
火
の
火ほ

中
に
立
ち
て
問
ひ
し
君
は
も

 

古
事
記

一
、
古
典
の
中
の
《
神
奈
川
》

　

こ
の
地
域
は
列
島
の
神
奈
川
と
い
う
土
地
。
一
千
年
以
上
前
か
ら
歌
枕
に
、

「
さ
ね
さ
し
相
模
」
と
歌
わ
れ
た
こ
の
地
の
文
学
風
土
に
は
大
変
豊
か
な
も
の
が

あ
る
。
相
模
は
京
の
都
か
ら
武
蔵
野
に
入
る
最
も
手
前
、
こ
れ
を
日
本
古
典
か
ら

引
く
と
、
日
本
最
初
の
「
古
事
記
」（
古
事
記
は
、
歴
史
書
だ
が
他
の
旧
記
、
日

本
書
紀
よ
り
物
語
性
が
豊
か
な
書
）
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
征
の
物
語
に
歌
草
を

残
し
た
。

①
古
事
記

・ 

か
れ
こ
こ
に
相さ
が
む武

の
国
に
到
り
ま
す
時
に
、
そ
の
国
の
造
、
詐
り
て
白
さ
く
、

…
…

・ 

そ
こ
よ
り
入
り
幸い

で
ま
し
て
、
走は
し
り
み
づ水の

海
を
渡
り
ま
す
時
に
、
そ
の
渡
の
神
、

浪
を
た
て
て
、

　

と
そ
の
后
弟
お
と
た
ち
ば
な

橘
比
売
が
祈
り
の
た
め
入
水
す
る
。
さ
ね
さ
し
相さ
が
む模

の
小
野
に
燃

ゆ
る
火
の
火ほ

中
に
立
ち
て
、
問
ひ
し
君
は
も　

と
、

・ 
か
れ
七
日
の
後
に
、
そ
の
后
の
御
櫛
海
辺
に
依
り
き
。（
岩
波
文
庫
）

　

こ
の
流
れ
着
い
た
海
辺
を
上
総
の
木
更
津
、
君
津
と
す
る
説
が
あ
る
。
三
浦
半

島
の
横
須
賀
か
ら
走
水
の
神
を
見
舞
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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②
万
葉
集

　

ま
た
、
万
葉
集
の
東
歌
か
ら
、

　
　

足あ
し
が
ら柄

の
を
て
も
こ
の
も
に
さ
す
わ
な
の
か
な
る
ま
し
づ
み
子
ろ
我あ

れ
紐ひ
も
と解

く

　
　

鎌か
ま
く
ら倉
の
見み
ご
し越
の
崎
の
岩
崩く

え
の
君
が
悔く

ゆ
べ
き
心
は
持
た
じ

　
　

相さ
が
む
ぢ

模
道
の
余よ
ろ
じ綾

の
浜
の
真ま

砂さ
ご

な
す
子
ら
は
愛か
な

し
く
思お
も

は
る
る
か
も

　

を
引
き
、
旋
頭
歌
に

薪た
き
ぎ
こ伐る

鎌
倉
山
の
木こ
だ垂

る
木
を
松
と
汝
が
言
は
ば
恋
ひ
つ
つ
や
あ
ら
む
（
新

潮
日
本
古
典
集
成
）

　

が
あ
り
、
足
柄
、
鎌
倉
、
相
模
の
地
名
が
歌
謡
に
親
し
ま
せ
る
。

③
金
槐
和
歌
集　

　

鎌
倉
と
い
え
ば
三
代
将
軍
源
実
朝
が
文
学
の
人
で
あ
る
。
私
は
太
宰
治
の
長
篇

『
右
大
将
実
朝
』
を
熟
読
し
た
青
年
期
を
持
つ
。
実
朝
の

箱
根
路
を
わ
が
越
え
く
れ
ば
伊
豆
の
海
や
沖
の
小
島
に
波
の
寄
る
み
ゆ

宮
柱
ふ
と
し
き
た
て
て
万よ
ろ
づ
よ代
に
今
ぞ
さ
か
え
む
鎌
倉
の
里

お
ほ
海
の
磯
も
と
ど
ろ
に
よ
す
る
波
わ
れ
て
く
だ
け
て
さ
け
て
散
る
か
も

　

こ
の
三
首
は
地
域
歌
謡
と
し
て
親
し
ま
れ
る
が
、
実
朝
の
次
の
人
情
歌
は

絶
唱
で
な
か
ろ
う
か
。

い
と
ほ
し
や
見
る
に
涙
も
と
ど
ま
ら
ず
親
も
な
き
子
の
母
を
尋
ぬ
る

物
い
は
ぬ
四よ
も方

の
獣
け
だ
も
のす

ら
だ
に
も
あ
は
れ
な
る
か
な
親
の
子
を
思
ふ

時
に
よ
り
過
ぐ
れ
ば
民
の
な
げ
き
な
り
八
大
龍
王
雨
や
め
た
ま
へ
（
岩
波
文

庫
）

④
『
と
は
ず
が
た
り
』

　
『
吾
妻
鏡
』
の
膨
大
な
歴
史
書
は
文
学
と
し
て
も
読
め
る
し
、
太
宰
治
が
文
学

書
と
し
て
読
ん
だ
。『
東
関
紀
行
』
や
『
十
六
夜
日
記
』
も
広
く
読
ま
れ
た
。

　

後
深
草
院
二
条
の
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
文
芸
性
は
豊
か
で
あ
る
。
西
行
に
倣

う
東
国
へ
の
旅
は
、
江
の
島
│
鎌
倉
に
到
り
、

・ 

か
く
て
荏
柄
・
二
階
堂
・
大
御
堂
な
ど
と
い
ふ
所
ど
も
拝
み
つ
つ
、
大
蔵
の
谷や
つ

と
い
ふ
所
に
小
町
殿
と
て
将
軍
に
候
ふ
は
、
…
…　
（
角
川
文
庫
）

　

注
に
「
雪
の
下
。
頼
朝
の
館
が
あ
っ
た
。
最
初
幕
府
も
、
こ
こ
に
あ
っ
た
」
と

あ
る
。

⑤
謡
曲

　

 

中
世
文
学
の
中
で
も
能
・
謡
曲
に
相
模
の
出
典
は
多
い
。
観
世
流
太
成
版
か

ら
引
く
。

　
「
七シ
チ
キ
オ
チ

騎
落
」

・ 

こ
れ
は
兵ヒ
ヨ
オ
エ衛
の
佐ス
ケ

頼ヨ
リ
ト
モ朝
と
は
我
が
事
な
り
。
さ
て
も
昨キ
ノ
オ日
石イ
シ
バ
シ
ヤ
マ

橋
山
の
合カ
セ
ン戦
に
味

方
う
ち
負
け
。
余
り
に
無
勢
に
候
程
に
。
一ヒ
ト

ま
づ
安ア

ワ房
上カ

ヅ
サ総

の
方
へ
開
か
ば
や

と
存
じ
候
。

　
「
千セ
ン
ジ
ユ手
」

・ 
こ
れ
は
鎌カ
マ
ク
ラ
ド
ノ

倉
殿
の
御ミ
ウ
チ内

に
。
狩カ

ノ野
の
介ス
ケ

宗ム
ネ
モ
チ茂

に
て
候
。
さ
て
も
相シ
ヨ
ウ
コ
ク国

の
御
子

重ヒ
ゲ
ヒ
ラ衡
の
卿
は
。
こ
の
度
一
の
谷
の
合カ
セ
ン戦
に
生イ
ケ
ド捕
ら
れ
給
ひ
候
を
。

　
「
盛モ
リ
ヒ
サ久
」

・ 

只
今
関
東
に
下
り
な
ば
。
こ
れ
が
限
り
な
る
べ
し
。
清
水
の
方
へ
輿コ
シ

を
立
て
て

| 
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…
…
越
え
て
も
関
に
清
見
潟
…
…
雪
の
富
士
の
嶺
箱
根
山
。
な
ほ
明
け
行
く
や

星
月
夜
は
や
鎌
倉
に
。
着
き
に
け
り
。

　
「
鉢ハ
チ
ノ
キ木
」

・ 

我
こ
の
程
は
信
濃
の
国
に
候
ひ
し
が
。
余
り
に
雪
深
く
な
り
候
程
に
。
ま
づ
こ

の
度
は
鎌
倉
に
上
り
。
春
に
な
り
修
行
に
出
で
ば
や
と
思
い
候
…
…
佐
野
の
わ

た
り
に
。
着
き
に
け
り

　
「
景カ
ゲ
キ
ヨ清

」

・ 

こ
れ
は
鎌
倉
亀カ
メ

が
江エ

に
。
人ヒ
ト
マ
ル丸
と
申
す
女
に
て
候
。
さ
て
も
父
悪
七
兵
衛
景
清

は
。
平
家
の
見
方
た
る
に
よ
り
。
源
氏
に
憎
ま
れ
。
日ヒ
ウ
ガ向

の
国
宮
崎
と
か
や
に

流
さ
れ
て
…
…
相
模
国
を
立
ち
出
で
て
。
誰
に
行
方
を
遠ト
オ
ト
オ
ミ江げ
に
遠
き
江
に
旅

舟
の
。

　
「
二フ
タ
リ
シ
ヅ
カ

人
静
」

・ 

そ
れ
の
み
な
ら
ず
憂
か
り
し
は
。
頼
朝
に
召
し
出
さ
れ
。
靜
は
舞
の
上
手
な
り

と
。

　
「
小コ
ソ
デ
ソ
ガ

袖
曽
我
」

・ 

こ
れ
は
曽
我
の
十
郎
祐ス
ケ
ナ
リ成
に
て
候
。
さ
て
も
頼
朝
富
士
の
御ミ
カ
リ狩
に
御
出
で
候

間
。
我
等
も
罷マ
カ

り
出
て
候
。

　
「
江エ
ノ
シ
マ

野
島
」

・ 

さ
て
も
相
模
の
国
江
野
と
云
ふ
浦
に
。
去さ

ん
ぬ
る
卯
月
十
日
余
り
に
。
不
思
議

の
奇き
ず
い瑞

様
々
あ
つ
て
。
海カ
イ
シ
ヨ
オ上に

一
つ
の
島
涌ユ
シ
ユ
ツ出

す
。
乃
ち
江
野
に
准ナ
ゾ
ラへ

て
こ
れ

を
江
野
島
と
号
す
。（
観
世
流
太
成
版
）

　

列
挙
に
留
め
る
が
、
頼
朝
か
ら
江
ノ
島
ま
で
、
人
と
地
の
文
化
風
土
記
と
し
て

今
日
に
伝
承
さ
れ
続
け
て
い
る
。

二
、
近
代
文
学
の
中
の
《
神
奈
川
》

　

神
奈
川
の
近
代
文
学
と
い
え
ば
、
先
ず
海
港
横
浜
と
古
都
鎌
倉
の
二
大
文
学
圏

を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
「
日
本
近
代
文
学
の
風
土
」
と
題
し
て
、
武
蔵
国
の
〈
東
京
〉
に
た
い
す
る
機

内
の
〈
京
阪
〉、
東
京
と
横
浜
、
大
阪
と
神
戸
と
い
う
対
応
を
、「〈
阪
神
〉
の
大

阪
の
文
学
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
京
の
文
学
は
、
横
浜
と
一
緒
に
〈
東

横
〉
と
し
て
扱
う
の
が
の
ぞ
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
」（
竹
内
清
己
編
『
文
学
空

間　

風
土
と
文
化
』
桜
楓
社
）
と
書
い
た
。
日
本
文
化
の
西
か
ら
の
東
漸
、
ペ

リ
ー
の
浦
和
来
航
か
ら
の
開
国
の
始
動
、
横
浜
に
開
港
記
念
会
館
と
か
岡
倉
天
心

生
誕
の
碑
が
あ
る
の
は
象
徴
的
。
鎌
倉
は
言
う
ま
で
も
な
く
江
戸
幕
府
が
成
立
す

る
ま
で
東
国
唯
一
の
政
権
都
だ
っ
た
。

○
海
港
の
文
学
│
横
浜

　

大
仏
次
郎
の
『
幻
灯
』
は
、
明
治
初
頭
の
横
浜
の
外
人
居
留
地
。
横
浜
税
関
長

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
有
島
武
郎
、
生
馬
、
里
見
弴
は
そ
の
子
息
。

① 
大
仏
次
郎
『
霧
笛
』

・ 
波
止
場
近
く
な
る
に
つ
れ
て
、
町
は
さ
び
し
う
な
っ
て
い
た
。
闇
は
厚
ぼ
っ
た

く
て
、
潮
曇
り
し
た
空
の
星
の
色
を
白
く
目
立
た
し
て
い
る
。
人
通
り
な
ん

| I I 
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て
、
て
ん
で
な
い
通
り
だ
っ
た
。
や
が
て
、
石
炭
置
場
に
つ
い
て
廻
り
急
に
風

の
あ
た
り
が
強
く
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
二
人
は
海
岸
に
出
て
い
た
。

　

二
人
は
谷
戸
坂
を
上
り
始
め
た
。
遠
く
舟
の
霧
笛
の
声
が
崖
の
暗
い
、
空
の

高
い
深
夜
の
静
寂
の
中
に
聞
こ
え
た
。
尾
を
港
の
空
に
長
く
ひ
い
て
、
淋
し
い

音
で
あ
っ
た
。　
（『
日
本
文
学
全
集　

大
仏
次
郎
』
集
英
社
）

②
横
浜
歌
謡

森
鴎
外
の
「
横
浜
市
歌
」

さ
れ
ば
港
の
数
多
か
れ
ど
／
こ
の
横
浜
に
ま
さ
る
あ
ら
め
や
／
む
か
し
思
え

ば
と
ま
屋
の
煙
／
ち
ら
り　

ほ
ら
り
と
立
て
し
と
こ
ろ

　

東
辰
三
「
港
が
見
え
る
丘
」
の
、
あ
な
た
と
二
人
で
来
た
丘
は
／
港
が
見
え
る

丘
、
美
空
ひ
ば
り
の
「
港
町
十
三
番
地
」「
波
止
場
だ
よ
お
父
つ
ぁ
ん
」「
哀
愁
波

止
場
」、
い
し
だ
あ
ゆ
み
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
」、
青
江
三
奈
「
伊
勢
佐

木
町
ブ
ル
ー
ス
」、
五
木
ひ
ろ
し
「
よ
こ
は
ま　

た
そ
が
れ
」
枚
挙
に
い
と
ま
な

い
。
そ
れ
に
港
の
公
園
に
は
野
口
雨
情
の
「
青
い
目
の
人
形
」「
赤
い
靴
」
の
碑

が
あ
る
。

③
有
島
武
郎
『
或
る
女
』

・ 

こ
う
し
て
葉
子
に
と
っ
て
は
永
い
時
間
が
過
ぎ
去
っ
た
と
思
わ
れ
る
頃
、
突
然

頭
の
中
を
引
っ
か
き
回
す
よ
う
な
激
し
い
お
と
を
立
て
て
汽
車
は
六
郷
川
の
鉄

橋
を
渡
り
始
め
た
。

・ 

列
車
が
川
崎
駅
を
発
す
る
と
、
葉
子
は
手
欄
に
よ
り
か
か
り
な
が
ら
木
部
の
事

を
色
々
思
ひ
め
ぐ
ら
し
た
。
…
…
何
時
見
て
も
新
開
地
じ
み
て
見
え
る
…
…
神

奈
川
を
過
ぎ
て
、
汽
車
が
横
浜
の
停
車
場
に
近
づ
い
た
頃
に
は
、
八
時
を
過
ぎ

た
太
陽
の
光
が
、
紅
葉
坂
の
桜
並
木
を
黄
色
く
見
せ
る
程
に
暑
く
照
ら
し
て
ゐ

た
。・
そ
の
夕
方
倉
地
が
埃
に
ま
ぶ
れ
て
紅
葉
坂
を
す
た
す
た
と
登
っ
て
帰
っ

て
来
る
ま
で
は
旅
館
の
閾
を
ま
た
が
ず
に
桜
並
木
の
下
な
ど
を
徘
徊
し
て
俟
っ

て
い
た
。 （
新
潮
文
庫
）

　

武
郎
の
児
童
文
学
の
『
一
房
の
葡
萄
』
も
横
浜
山
手
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
。

④
葉
山
嘉
樹
『
海
に
生
き
る
人
々
』

・ 

室
蘭
港
が
奥
深
く
入
り
込
ん
だ
、
そ
の
太
平
洋
へ
の
湾
口
に
、
大
黒
島
が
詮
を

し
て
い
る
。

汽
船
万
寿
丸
は
、
そ
の
腹
の
中
へ
三
千
噸
の
石
炭
を
詰
め
込
ん
で
、
風
雪
の
中

を
横
浜
へ
と
進
ん
だ
。

　

現
在
、
室
蘭
港
に
こ
の
冒
頭
を
刻
し
た
文
学
碑
が
あ
る
。

　
『
淫
売
婦
』

・ 

私
は
未
だ
極
道
な
青
年
だ
つ
た
。
船
員
が
極
ま
り
伐
っ
て
着
て
い
る
、
続つ

づ
きの

菜

つ
葉
服
が
、
矢
つ
張
り
私
の
唯
一
の
衣
類
で
あ
つ
た
。

・ 
そ
の
ム
ン
〳
〵
す
る
蒸
し
暑
い
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
散
歩
道
を
、
私
は
歩
い
た
。

何
し
ろ
横
浜
の
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
事
だ
か
ら
、
些
か
格
好
の
異
つ
た
人
間
達

が
、
た
く
さ
ん
、
気
取
つ
て
ブ
ラ
つ
い
て
い
た
。（『
日
本
現
代
文
学
全
集　

葉

山
嘉
樹
集
』
講
談
社
）

　

こ
こ
は
今
は
し
ゃ
れ
た
元
町
商
店
街
の
交
差
点
あ
た
り
だ
ろ
う
。

| 
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⑤
坂
口
安
吾
『
海
の
霧
』

・ 
波
の
上
に
夜
が
落
ち
る
。
海
に
沿
う
た
甃い
し

の
道
に
霞
の
深
い
街
灯
の
薄
明
り
、

夜
の
暗
色
と
一
緒
に
、
噎
っ
ぽ
い
磯
の
匂
い
が
、
急
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
液
体
の

よ
う
に
、
灯
の
あ
る
周あ
た
り囲
に
浮
き
な
が
ら
流
れ
は
じ
め
る
。
と
き
ど
き
外
国
の

船マ
ド
ロ
ス員

が
、
影
と
言
葉
を
置
き
去
り
に
し
て
、
闇
の
中
へ
沈
没
し
な
が
ら
紛
れ
て

し
ま
う
。（『
坂
口
安
吾
全
集
』
冬
樹
社
）

　

私
は
室
蘭
の
こ
の
よ
う
な
葉
山
や
安
吾
の
描
写
の
横
浜
に
惹
か
れ
る
。
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
と
無
頼
派
の
ミ
ア
レ
ス
と
し
て
。

⑥
八
木
義
徳
『
私
の
ソ
ー
ニ
ャ
』

　

室
蘭
出
身
の
芥
川
賞
作
家
の
八
木
は
、
復
員
し
て
妻
子
が
東
京
空
襲
で
焼
死
し

た
の
を
知
り
、
横
浜
市
鶴
見
の
兄
夫
婦
の
家
に
転
が
り
込
ん
だ
。
私
も
故
郷
室
蘭

の
文
学
風
土
に
育
ち
、
東
京
、
横
浜
の
文
学
に
親
し
ん
だ
。

・ 

そ
こ

│
海
、
い
や
港
は
私
の
住
む
町
の
駅
か
ら
省
線
電
車
で
四
つ
目
の
駅
に

あ
っ
た
。
そ
れ
は
終
点
で
あ
っ
た
。

・ 

や
が
て
こ
の
無
言
劇
に
も
飽
き
る
と
、
私
は
海
港
の
風
景
を
任
意
に
一
区
画
ず

つ
区
切
り
、
そ
の
大
き
さ
に
し
た
が
っ
て
適
当
な
号
数
の
額
ぶ
ち
を
は
め
る
。

　
（
講
談
社
文
芸
文
庫
）

⑦
鈴
木
享
『
柳
絮
』

　

堀
辰
雄
ら
の
四
季
派
の
最
年
少
の
詩
人
か
ら
一
人
、
最
後
の
詩
集
の
一
篇
か

ら
。

　
「
帰
郷
」

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
も
／
身
寄
り
に
会
え
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
／
ふ
る
さ
と
に

残
っ
て
い
る
の
は
／
丘
陵
の
市
営
霊
園
に
／
背
ぐ
く
ま
っ
て
建
つ
／
わ
が
家

の
朽
ち
た
墓
碑
だ
け
だ　

 （
花
神
社
）

⑧
谷
崎
潤
一
郎
『
痴
人
の
愛
』

　

谷
崎
の
『
痴
人
の
愛
』
の
譲
治
が
見
い
だ
し
た
浅
草
の
千
束
町
に
見
い
だ
し
た

ナ
オ
ミ
も
ハ
マ
へ
、

・ 

私
た
ち
は
、
あ
れ
か
ら
ヨ
コ
ハ
マ
に
引
き
移
っ
て
、
か
ね
て
な
お
み
の
見
付
け

た
山
手
の
洋
館
を
あ
る
き
ま
し
た
。
ま
も
な
く
本
牧
の
、
前
に
瑞
西
人
の
家
族

が
住
ん
で
い
た
家
を
、
…
…　
（
角
川
文
庫
）

　

大
正
活
映
画　

脚
本
部
顧
問
と
あ
る
。「
ア
マ
チ
ュ
ア
倶
楽
部
」
で
妻
の
妹
葉

山
三
千
子
を
売
り
出
す
。

　

舞
台
は
横
浜
か
ら
鎌
倉
の
海
水
浴
に
移
る
。

○
古
都
の
文
学
│
鎌
倉

鎌
倉
や
御
仏
な
れ
ど
釈
迦
牟
尼
は
美
男
に
お
は
す
夏
木
立
か
な　

晶
子

『
恋
ご
ろ
も
』

　

鎌
倉
は
古
都
で
あ
り
つ
つ
現
代
の
ロ
マ
ン
の
あ
り
か
だ
っ
た
。
鎌
倉
文
学
を
北

鎌
倉
の
円
覚
寺
か
ら
入
る
。

⑨
島
崎
藤
村
『
春
』

・ 
岸
本
が
泊
つ
て
居
る
と
こ
ろ
は
円
覚
寺
境
内
の
古
い
禅
寺
で
、
苔
の
生
え
た
石

階
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
門
を
構
へ
た
や
う
な
位
置
に
あ
る
。（『
藤
村
全
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集
』
筑
摩
書
房
）

⑩
夏
目
漱
石
『
門
』

・ 

帰
源
院　

扁
額
「
万
法
帰
源
」

　
『
こ
こ
ろ
』

・ 

宿
は
鎌
倉
で
も
辺
鄙
な
方
角
に
あ
っ
た
。（
新
潮
文
庫
）

⑪
小
林
秀
雄
「
鎌
倉
」

　

 

鎌
倉
が
外
来
文
学
者
が
住
居
と
し
た
文
化
都
市
だ
っ
た
。

・ 

鎌
倉
は
禅
寺
が
多
い
か
ら
、
み
ん
な
禅
坊
主
に
引
導
を
わ
た
さ
れ
た
。
神
西
清

の
は
、
松
ヶ
丘
の
東
慶
寺
で
あ
つ
た
。
縁
切
寺
と
か
、
駆
入
寺
、
駆
入
寺
で
通

つ
た
有
名
な
寺
で
あ
る
。　
（『
小
林
秀
雄
全
集
』
新
潮
社
）

　

小
林
も
高
見
順
も
東
慶
寺
に
墓
が
あ
る

⑫
吉
井
勇
「
夏
の
お
も
ひ
で
」

・ 

夏
は
き
ぬ
相
模
の
海
の
南
風
に
わ
が
瞳
燃
ゆ
わ
が
こ
こ
ろ
燃
ゆ

・ 

鎌
倉
の
う
ら
山
づ
た
ひ
君
と
ゆ
く
山
百
合
の
花
月
草
の
花

・ 

な
で
し
こ
や
大
仏
道
の
道
ば
た
に
君
が
捨
て
た
る
貝
が
ら
の
咲
く
（『
酒
ほ
が

ひ
』
日
本
の
詩
歌
）

⑬
川
端
康
成
『
再
会
』

　

戦
後
、
鎌
倉
に
「
鎌
倉
文
庫
」
を
創
設
し
た
川
端
ら
は
日
本
の
戦
後
文
学
の
礎

だ
っ
た
。

・ 

祐
三
は
鎌
倉
駅
に
お
り
て
若
宮
大
路
の
高
い
松
の
列
を
見
上
げ
る
と
、
そ
の
梢

の
方
に
正
し
く
流
れ
る
時
の
階
調
を
感
じ
た
。
戦
災
地
の
東
京
に
い
て
は
、
こ

ん
な
自
然
も
見
落
と
し
が
ち
に
過
ご
し
た
。

・ 

鶴
岡
八
幡
宮
に
「
文
墨
祭
」
が
あ
る
と
い
う
鎌
倉
の
友
人
の
葉
書
で
祐
三
は
出

て
来
た
の
だ
っ
た
。

　

敗
戦
文
学
と
し
て
鎌
倉
│
若
宮
大
路
│
実
朝
の
文
学
、
振
り
袖
の
令
嬢
の
一
軍

と
進
駐
軍
の
取
り
合
わ
せ
が
鮮
烈
。

　
『
千
羽
鶴
』

・ 

鎌
倉
円
覚
寺
の
境
内
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
菊
治
は
茶
会
へ
行
こ
う
か
行
く
ま

い
か
と
迷
っ
て
い
た
。

　
『
山
の
音
』

・ 

風
は
な
い
。
月
は
満
月
に
近
く
明
る
い
が
、
し
め
つ
ぽ
い
夜
風
で
、
小
山
の
上

を
描
く
木
々
の
輪
郭
は
ぼ
や
け
て
い
る
。
し
か
し
風
に
動
い
て
は
い
な
い
。

　

信
吾
の
い
る
廊
下
の
下
の
し
だ
の
葉
も
動
い
て
い
な
い
。

　

鎌
倉
の
い
わ
ゆ
る
谷や
と
の
奥
で
、
波
が
聞
こ
え
る
夜
も
あ
る
か
ら
、
信
吾
は
海

の
音
か
と
疑
っ
た
が
、
や
は
り
山
の
音
だ
っ
た
。（
新
潮
文
庫
）

　

芥
川
龍
之
介
が
横
須
賀
の
海
軍
機
関
学
校
に
赴
任
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
鎌

倉
文
学
に
波
及
し
た
。

⑭
堀
辰
雄
『
風
景
』

・ 
波
止
場
の
付
近
は
い
つ
も
の
や
う
に
、
ぷ
ん
ぷ
ん
酒
臭
い
水
夫
や
、
忙
し
そ
う

に
陸
揚
げ
し
て
い
る
人
夫
ど
も
で
一
ぱ
い
だ
っ
た
。
あ
の
税
関
の
な
か
で
…
…

　

芥
川
の
告
別
式
の
「
死
が
あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
よ
う
だ
っ

た
」
に
始
ま
る
、
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『
聖
家
族
』

・ 
そ
れ
は
何
か
の
薬
品
の
名
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
名
前
の
、
小
さ
な
海
辺
の

町
で
あ
っ
た
。（
角
川
文
庫
）

　

と
あ
る
の
は
鎌
倉
を
超
え
た
藤
沢
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉
、
堀
が
結
婚
直
前
喀
血
し

て
入
院
し
た
額
田
病
院
、
の
ち
逗
子
か
ら
鎌
倉
小
町
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
独

歩
と
鎌
倉
も
『
運
命
論
者
』
な
ど
な
じ
み
深
い
。

⑮
国
木
田
独
歩
「
鎌
倉
夫
人
」

・ 

秋
の
中
過
、
冬
近
く
な
る
と
何
れ
の
海
浜
を
問
わ
ず
、
大
方
は
淋
れ
て
来
る
、

鎌
倉
も
其
通
り
で
、
あ
る
日
自
分
は
何
時
の
や
う
に
滑
川
の
辺
ま
で
散
歩
し

て
、
さ
て
砂
山
に
登
る
と
、　
（『
国
木
田
独
歩
全
集
』
学
習
研
究
社
）

　

鎌
倉
妙
本
寺
懐
古

夕
日
い
ざ
よ
ふ
妙
本
寺
／
法
威
の
あ
と
を
弔
へ
ば
／
芙
蓉
の
花
の
影
さ
び

て
／
我
が
世
の
末
を
嘆
く
か
な　
（「
独
歩
遺
稿
」）

　

横
浜
同
様
に
歌
謡
も
多
い
。
そ
の
う
ち
二
曲
。

　
「
桜
貝
の
歌
」

・ 

麗
し
き　

桜
貝
一
つ
／
去
り
行
け
る　

君
に
さ
さ
げ
ん
、

　
「
七
里
ヶ
浜
の
哀
歌
」

・ 

真
白
き
富
士
の
嶺　

緑
の
江
の
島
／
仰
ぎ
見
る
も　

今
は
涙

　

腰
越
の
万
福
寺
は
義
経
の
兄
頼
朝
へ
の
腰
越
状
が
遺
る
、
そ
の
ほ
と
り
の
小
動

岬
の
磯
は
太
宰
治
の
心
中
未
遂
の
場
と
な
っ
た
。
兄
か
ら
受
け
た
津
島
修
治
の
分

家
除
籍
後
の
、
腰
越
状
の
ゆ
か
り
だ
っ
た
。
芥
川
賞
の
最
終
候
補
作
『
道
化
の

華
』
の
舞
台
で
あ
る
。

多
摩
川
畔

　

ひ
る
が
え
っ
て
武
蔵
野
か
ら
相
模
へ
の
入
り
口
が
多
摩
川
、
川
崎
。

万
葉
の
東
歌
に
、

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
な
に
ぞ
こ
の
児
の
こ
こ
だ
愛か
な

し
き

　

出
身
者
の
岡
本
か
の
子
『
生
々
流
転
』、
佐
藤
惣
之
助
『
華
や
か
な
散
歩
』
の

・ 

わ
た
し
は
草
と
花
で
／
一
つ
の
川
を
か
い
た
／
わ
た
し
は
星
と
花
火
で
／
海
と

港
を
か
い
た

⑯
国
木
田
独
歩
『
忘
れ
得
ぬ
人
々
』

・ 

多
摩
川
の
二
子
の
渡
し
を
わ
た
っ
て
少
し
ば
か
り
行
く
と
溝み
ぞ
の
く
ち口と
い
う
宿
場
が

あ
る
。
そ
の
中
程
に
亀
屋
と
い
う
旅は
た
ご
や

人
宿
が
あ
る
。（
新
潮
文
庫
）

　

こ
こ
に
国
木
田
独
歩
追
慕
碑
が
あ
る
。

三
浦
半
島

　

東
京
湾
と
相
模
湾
を
分
か
つ
三
浦
半
島
が
房
総
半
島
と
向
か
い
合
う
。

⑰
国
木
田
独
歩
『
た
き
火
』

・ 

北
風
を
背
に
な
し
、
枯
草
白
き
砂
山
の
崕
に
腰
掛
け
、
足
を
な
げ
だ
し
て
、
伊

豆
連
山
の
彼
方
に
沈
む
夕
日
の
薄
き
光
を
見
送
り
つ
、
沖
よ
り
帰
る
父
の
舟
遅

し
と
俟
つ
逗
子
辺
の
童
の
心
、
そ
の
淋
し
さ
、
う
ら
悲
し
さ
如
何
あ
る
べ
き
。

（『
国
木
田
独
歩
全
集
』
学
習
研
究
社
）

⑱
北
原
白
秋
「
城
ヶ
島
の
雨
」

雨
は
ふ
る
ふ
る
城
ヶ
島
の
磯
に
、
／
利
休
鼠
の
雨
が
ふ
る
。
／
雨
は
真
珠
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か
、
夜
明
け
の
錐
か
／
そ
れ
と
も
わ
た
し
の
忍
び
泣
き
。　
（
日
本
の
詩

歌　

北
原
白
秋
）

⑲
徳
富
蘆
花
『
自
然
と
人
生
』

　
「
相
模
灘
の
落
日
」

・ 

三
浦
半
島
南
端
城
ヶ
島
と
真
鶴
岬
を
結
ぶ
海
域
…
…　

秋
冬
風
全
く
凪
ぎ
、
天

に
一
片
の
雲
な
き
夕
、
立
つ
て
伊
豆
の
山
々
に
落
つ
る
日
を
望
む
に
、
世
に
斯

か
る
平
和
の
ま
た
多
か
る
可
し
と
も
思
わ
れ
ず
。（
岩
波
文
庫
）

　

あ
と
は
風
土
の
地
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
る
。
江
ノ
島
│
藤
沢
│
鵠
沼
│
茅
ヶ

崎
│
大
磯
・
小
磯
│
真
鶴
半
島
と
相
模
湾
は
見
所
も
文
学
も
豊
富
。
真
鶴
半
島

は
、

⑳
志
賀
直
哉
「
真
鶴
」

・ 

│
沖
へ
沖
へ
低
く
延
び
て
い
る
三
浦
半
島
が
遠
く
薄
暮
の
中
に
光
っ
た
水
平
線

か
ら
浮
ん
で
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
影
に
な
っ
て
い
る
近
く
に
は
却
っ
て
暗
く
、

岸
か
ら
五
六
間
綱
を
延
ば
し
た
一
艘
の
漁
船
が
穏
か
な
う
ね
り
に
揺
ら
れ
な
が

ら
舳
に
赤
々
と
火
を
焚
い
て
い
た
。（
新
潮
文
庫
）

　

静
岡
の
伊
豆
半
島
は
向
こ
う
に
し
て
、
こ
の
あ
た
り
は
大
リ
ゾ
ー
ト
小
田
原
・

湯
河
原
・
箱
根 

が
並
ぶ
。
箱
根
か
ら
、

㉑
斎
藤
茂
吉
『
と
も
し
び
』
箱
根
漫
吟

し
づ
か
な
る
峠
を
の
ぼ
り
来
し
と
き
に
月
の
ひ
か
り
は
八
谷
を
て
ら
す

こ
ほ
ろ
ぎ
は
消
ぬ
が
に
鳴
き
て
ゐ
た
り
け
り
箱
根
の
や
ま
に
月
照
れ
る
と

き　
（『
斎
藤
茂
吉
選
集
』
岩
波
書
店
）

　

の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

　

神
奈
川
は
、
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
鎌
倉
文
学
館
な
ど
文
学
館
も
目
白
押

し
。

　

お
わ
り
に
、
本
論
・
講
演
の
会
場
で
も
あ
っ
た
茅
ヶ
崎
に
ち
な
ん
で
、

茅
ヶ
崎
の
文
学　

南
湖
院
と
独
歩
│

㉒
国
木
田
独
歩
『
病
床
録
』

・ 

茅
ヶ
崎
の
砂
は
鎌
倉
に
比
し
て
色
黒
く
粒
大
な
り
。
風
物
荒
寥
た
る
所
以
な

り
。

・ 

茅
ヶ
崎
の
空
気
は
荒
し
、
肺
を
病
む
人
に
は
適
せ
ざ
る
如
し
。
又
湿
と
乾
と
の

差
も
甚
し
。

・ 

今
一
度
東
京
の
土
を
踏
み
た
し
、
担
架
に
乗
っ
て
も
好
い
か
ら
東
京
の
土
を
踏

み
た
し
。
骨
に
な
つ
て
東
京
に
帰
る
は
イ
ヤ
だ
。（
五
月
二
十
八
日
）

・ 

一
昨
日
は
御
待
申
候
然
る
に
昨
日
又
も
や
喀
血
致
候
都
合
三
度
目
に
候
さ
れ
ど

別
に
気
を
落
と
さ
ず　

御
光
来
を
偏
に
待
候

　
　
　
　

六
月
二
十
二
日
夕

　
　
　

吉
江
孤
雁
様 

独
歩　
　

 

（『
国
木
田
独
歩
全
集
』
学
習
研
究
社
）　

　

こ
れ
が
絶
筆
と
な
っ
た
。
南
湖
院
第
三
病
棟
が
終
焉
の
場
所
だ
っ
た
。

　

現
在
、
茅
ヶ
崎
に
旧
南
湖
院
第
一
病
舎
が
残
っ
て
い
る
。
南
湖
院
記
念
太
陽
の

郷
庭
園
。「
関
東
の
富
士
見
百
景
」
の
絶
景
が
あ
る
。
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㉓
佐
藤
春
夫
『
田
園
の
憂
鬱
』

　

神
奈
川
の
湘
南
の
地
に
し
て
こ
こ
が
終
の
棲
家
と
な
っ
た
文
学
者
も
多
い
。
文

学
の
一
大
集
積
地
で
あ
る
。
山
の
手
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
神
奈
川
は
武
蔵
野
か

ら
富
士
山
連
山
へ
つ
ら
な
る
山
間
の
地
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
事
例
を
一
つ
だ
け
あ

げ
る
に
止
め
る
。

・ 

広
い
武
蔵
野
が
既
に
そ
の
南
端
に
な
つ
て
尽
き
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
漸
く
に
山

国
の
地
勢
に
入
ろ
う
と
す
る
変
化
│
言
は
ば
山
国
か
ら
の
微
か
な
余
情
を
湛
へ

た
エ
ピ
ロ
オ
グ
で
あ
り
、
や
が
て
大
き
な
野
原
へ
波
打
つ
プ
ロ
ロ
オ
グ
で
も
あ

る
こ
れ
等
の
小
さ
な
岡
は
、
目
の
と
ど
く
か
ぎ
り
、
此
処
に
も
其
処
に
も
起
伏

し
て
、
そ
れ
が
形
造
る
つ
ま
ら
ぬ
風
景
の
間
を
縫
う
て
、
一
筋
の
平
坦
な
街
道

が
東
か
ら
西
へ
、
ま
た
別
の
街
道
が
北
か
ら
南
へ
通
じ
て
居
る
あ
た
り
に
、
そ

の
道
に
沿
う
て
一
つ
の
草
深
い
農
村
が
あ
り
、
幾
つ
か
の
卑へ
り
く
だ下
つ
た
草
屋
根
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
Ｔ
と
Ｙ
と
Ｈ
と
の
大
き
な
都
市
を
す
ぐ
六
七
里
の
隣
に
し

て
、
…
…　
（
岩
波
文
庫
）

　

Ｔ
と
は
東
京
、
Ｙ
と
は
横
浜
、
Ｈ
は
八
王
子
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。
こ
の
セ
ン
テ

ン
ス
の
長
大
な
ス
コ
ー
プ
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
展
望
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
海
と
山
の
間
に
長
い
相
模
台
地
が
続
く
、
相
模
野
か
ら
相
模
原
が
広
が
っ

て
い
る
。

　

上
京
以
来
、
神
奈
川
の
文
学
者
や
研
究
者
に
も
多
く
接
し
た
。
丹
沢
山
系
の
麓

の
秦
野
に
は
三
木
露
風
の
研
究
者
に
し
て
歌
人
の
山
田
吉
郎
が
お
り
、
相
模
野
の

相
模
原
に
は
詩
人
に
し
て
研
究
者
仁
科
理
・
馬
渡
憲
三
郎
も
住
ま
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

『
都
市
の
叫
び
、
水
の
さ
さ
や
き　

川
崎
と
文
学
』（
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

一
九
九
一
・
七
）

『
鎌
倉
文
学
の
理
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

想
郷
』（
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
一
九
九
五
・
一
〇
）

『
箱
根
・
県
央　

緑
と
風
と
文
学
と
』（
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
一
九
九
六
・
四
）

結
び

　

ま
こ
と
に
大
地
は
海
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
り
、
島
の
先
に
は
半
島
が
あ
り
、
半
島

が
あ
れ
ば
湾
や
浦
が
あ
り
、
岬
が
あ
る
。
山
と
海
を
結
ぶ
水
の
流
れ
は
川
で
あ

り
、
谷
や
原
や
池
や
湖
が
あ
る
。
文
学
は
言
葉
を
媒
介
に
し
て
人
間
そ
の
他
諸
々

の
も
の
と
と
も
に
、
自
然
を
取
り
込
む
。

　

し
か
し
逆
に
自
然
が
文
学
を
取
り
込
む
、
と
も
み
ら
れ
な
い
か
。
人
間
と
人
間

の
織
り
な
す
社
会
や
時
代
と
も
に
文
学
の
フ
イ
ー
ル
ド
の
探
求
が
行
わ
れ
る
。
地

域
文
学
の
展
開
で
あ
り
、
場
所
と
地
形
、
風
土
が
関
係
す
る
。

　

列
島
の
文
学
文
化
風
土
と
し
て
埼
玉
・
神
奈
川
に
紙
上
の
旅
を
試
み
た
。
武
蔵

野
の
北
東
の
埼
玉
は
、
東
山
道
の
上か
み
つ
け野

の
群
馬
、
下し
も
つ
け野

の
栃
木
に
境
界
を
接
す

る
。
田
山
花
袋
の
『
田
舎
教
師
』
は
、
ま
さ
に
そ
の
境
界
の
羽
生
・
行
田
が
舞

台
、
己
の
東
京
志
向
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
村
透
谷
の
「
三
日
幻
境
」
の

八
王
子
と
横
浜
、
東
京
の
山
稜
地
帯
の
生
活
誌
『
田
園
の
憂
鬱
』
は
、
山
梨
や
静

岡
を
も
境
界
と
す
る
。
地
域
の
人
間
は
文
化
風
土
を
醸
成
し
、
文
学
作
品
を
生
み

出
す
。

　

か
つ
て
私
は
『
セ
ン
ス
の
場ト
ポ
ス所
』（
七
月
堂
）
と
題
し
て
近
代
詩
を
散
歩
し
た
。



209　（竹内清己）

そ
の
中
で
「
建
物
の
章
」
を
構
え
、
石
川
啄
木
の
「
家
」
と
い
う
詩
を
、

場
所
は
、
鉄
道
に
遠
か
ら
ぬ
、

心
お
き
な
き
故
郷
の
村
の
は
づ
れ
に
選
び
て
む
。

西
洋
風
の
木
造
の
さ
つ
ぱ
り
と
し
た
ひ
と
構
へ
、

高
か
ら
ず
と
も
、
さ
て
は
ま
た
何
の
飾
り
も
な
く
と
て
も
、

広
き
階
段
と
バ
ル
コ
ン
と
明
る
き
書
斎
…
…

げ
に
さ
な
り
、
す
わ
り
心
地
の
よ
き
椅
子
も
。

…
…

　

と
引
き
、
し
か
し
結
核
の
啄
木
は
、
故
郷
の
渋
民
に
帰
る
こ
と
な
く
東
京
で
借

家
さ
え
追
わ
れ
移
転
先
で
没
し
た
、
と
記
し
た
。

　

西
田
幾
多
郎
は
場
所
論
を
展
開
し
「
場
所
」（
大
一
五
）
で
、「
我
々
が
物
事
を

考
え
る
時
、
之
を
映
す
如
き
場
所
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
意
識

の
野
と
い
ふ
も
の
を
そ
れ
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
記
し
た
。
ま
た
、
エ

ド
ワ
ー
ド
・
レ
ル
フ
は
『
場
所
の
現
象
学
│
没
場
所
性
を
越
え
て
』（
筑
摩
書
房
、

高
野
岳
彦
他
訳
）
で
、
場
所
の
概
念
と
し
て
次
の
六
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

・ 「
他
の
事
物
や
場
所
に
関
係
す
る
位
置
」

・ 「
自
然
お
よ
び
文
化
的
諸
要
素
の
統
合
体
」

・ 「
相
互
作
用
と
移
動
の
シ
ス
テ
ム
。
そ
れ
ら
は
循
環
構
造
の
一
部
を
成
す
」

・ 「
よ
り
大
き
な
地
域
の
一
部
で
あ
り
、
か
つ
地
域
分
化
シ
ス
テ
ム
の
中
心
」

・ 「
た
え
ず
形
成
さ
れ
成
長
し
て
い
る
。
独
自
の
歴
史
要
素
を
も
つ
」

・ 「
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
ら
は
人
間
の
信
念
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」

　

ま
た
「
人
間
的
存
在
の
根
源
的
中
心
と
し
て
の
住
ま
い
の
場
所
」
に
つ
い
て
、

そ
こ
に
存
す
る
「
愛
着
と
離
反
」
の
セ
ン
ス
に
着
目
し
、「
場
所
の
重
荷
」
の
所

在
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
大
都
市
東
京
を
挟
む
埼
玉
や
神
奈
川
に

は
考
察
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
私
が
挙
げ
た
諸
作
品
の
引
用
中
の
傍
線

し
た
場
所
・
地
名
を
手
懸
か
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

地
域
や
土
地
の
地
勢
、
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ケ
ー
プ
、
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

│
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
六
日　

於
・
茅
ヶ
崎
市
市
役
所
会
議
室
（
東
洋
大
学

か
ら
の
リ
モ
ー
ト
）

キ
ー
ワ
ー
ド

　

日
本
列
島
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
古
典
・
近
代




